


で髪の毛に水滴がつくほどでした。付近の植生は人

がよく踏むために裸地が多 く代表的な植物はオオバ

コです。ともあれ記念写真に納まると頂上小屋で休

憩を しました。ちなみにそこの売店では缶ジュース

が 25Cl円 � 上



大 山 巡 検 日 記

西 中 勝 喜

7月 11日 ～14日 の 3泊 4日 (3泊 3日 と言った方

がいいかもしれませんが )の 日程で、大山およびそ

の周辺の地形、気候および植生の調査に行って参 り

ました。日程のわりに調査内容は多方面にわたり、

十分な調査ができなかったように思えますが、その

調査の様子を紹介 したいと思います。

7月 11日

朝早 く広島を出発 して夕方に雨 と雷の歓迎を受け

ながら大山研修所に無事到着。若干名は汽車に乗り

遅れ、 R718:00か らのミーティング中に到着0ひ と

り淋 しく晩ごはんを食べておった。それを見て "明

日の山頂登山はガンバロウ"と 思 った。

7月 12日

大山山頂登山。各合目ごとに気温、気圧の測定お

よび植物の分布の調査を行う。植生分布は高度によ

りその分布をはっきりと分け、 5合目あたりまでの

ブナ林の中では、昨日の雨のためか湿気が非常に高

く汗が一向にひかず疲労する一方であったが、 6合

目あたりから比較的視界が開け、時おり雲間から弓

ケ浜のきれいな弓形が伺え疲れを忘れさせてくれた。

それか ら頂上までは風が強く夏の暑さをしばし忘れ

そう快だった。また気温の測定では、風が強かった

せいか逆転現象がみられず残念だった。

7月 13日

大山周辺の火山地形の調査、大山南側の高度約

1●Xl,π の地点での土壌調査 と毎木調査を行 う。毎木

調査というのは、ある地点の樹木についてその樹高

と胸高直径を測定し、その結果か ら未測定の樹木の

樹高を推定したりある樹木の占める割合を調査する

もので、比較的スムーズに調査が進んだ様子だった。

また土壌調査では、深さ約 lπ の試坑を掘り調査 し

たが、深く掘るにしたがって土壌ははっきりとした

層を成している様子が伺えた。なお、試坑を掘るに

当っては、ある先生の予想に反 して樹木の根の妨害

が激 しくけが人さえ出るほどでした。

7月 14日

弓ケ浜半島の根元にある皆生温泉地区の地形調査

を行 う。ここでは弓ケ浜の浸食を物語る試料があり、

現在ではそれを防 ぐために約50π沖にテ トラポット

が積まれ少々殺風景だった。また弓ケ浜の砂は大山

の土砂であることを聞き自然の力に驚きを感 じた。

残念ながら温泉に入る余裕はみなさんなか ったよ

うで、あしからず。

このように調査の様子をおおざっぱにかいつまん

で紹介 してきたわけですが、日項あまり自然との接

触を持たない自分にとって自然を顧みるいい機会に

なったと思います。来期もこのような巡検があると

思いますから、 1年の方々はコースを問わず参加さ

れたらよいと思います。
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シリーズ 。大学研究所めぐり>そ の 7

ウ ィ ー ン 大 学
西 村 雅 樹

ハプスブルク家の支配するオー

ス トリア帝国が、いまだ隆盛を誇

っていた19世紀の後半、拡大の一

途をたどるその首都ウィーンでは、

大規模な市街地整備が進められた。

中世以来の市壁は取 りこわされ、

リング通 りと呼ばれる幅の広い並

木道が設けられた。今、この並木道をめぐると、木

々の葉がくれに、宮殿、教会、国会議事堂、市役所、

証券取引所、美術館、博物館、オペラハウス、劇場

等、数 々の建物が目の前に展開する。およそ首都た

るに必要な建物は皆、この通 りに沿って建て直され

たのであった。そしてその中には大学も欠けてはな

らなかった。新ルネサンス風のスタイルで建てられ

た大学は、今も象牙色の優美な翼を並木道に沿 って

広げている。

ウィーン大学正面

正面入□から入ると、ロビーの左手に、歴代学長

の名が大きな碑銘二枚に刻まれているのが目に入る。

創立1365年 という歴史を物語る碑銘である。創立当

時の建物はさすがに今はないが、バロック時代の石

造 りの校舎は現在も1日 市内に残 されている。ロビー

から中庭を取 り巻 く回廊に歩を運ぶと、胸像が並ん

でいるのが目をひく。物理のボルツマン、医学のビ

ルロート、音楽批評のハンスリック等、かつての有

名教授の像である。その中には、生前この大学では

むしろ不遇であったフロイ トも欠けてはいない。も

の言わぬその像は、いったい何を語ろうとしている

のであろうか。

この回廊を後に階段を昇 って行 くと、図書室に行

き当る。ウィーン大学の蔵書数はおよそ 200万冊。

その歴史の古さゆえ数々の稀観本を有する。大学図

書館という性質上、分野によっては欠けているもの

もなくはないが、少なくともオーストリアの文化に

関しては、一大宝庫であると言って過言ではない。

図書室に隣接 して大小の講義室も並んでいる。小

人数の演習や講義は各研究室附属の教室で行なわれ、

この大学本部内の講義室では、比較的多人数の講義、

それに各学部共通の講義が行なわれることになって

いる。授業の時間割は一定していない。朝 8時か ら

始まる授業がある一方、夜の 8時に終 る授業もある。

昼 12時に始まる授業 もあれば、12時半 に終る授業も

あるという具合だ。授業によっては、窓ぎわや黒板

のま横まで、学生が鈴なりになってひしめいている

教室もある。しか しおしなべて大学の中は静かだ。

その構内が時 華々やぐことがある。時折行なわれ

る卒業式の日だ。この日には卒業生の家族や友人一

同も、着飾 り花束をたずさえて式に参列する。式の

後、卒業生を取 り囲んでにぎやかな祝福の輸ができ

る。大学卒業の肩書きは、今でもエリー トとしての

道を保証するものらしい。 しかし、社会変動の動き

のゆるやかなオース トリアにおいても、最近大学卒

業の意味合いは変 りつつある。今年、ウィーン大学

の学生数は 4万人を数えることになったという。こ

こわずか数年間で倍増 したとのこと。 日本と違 って、

高校を卒業して大学入学の資格を取れば、医学部な

ど一部の学部・学科を除いて、無条件で大学に入学

できる制度下では、急速に増えつつある大学生数を

制限できないようだ。この問題は重要な社会問題に

なり始めている。

卒業式の光景
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